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【第 4章：総括論議，第 5章：結論】 
 本研究の結果から，バットのヘッドスピードは打者の両手部がバット長軸に対してグリ
ップ方向に加えた力積によって生み出されており，この方向への力は，打者の身体が回転
することに伴って加速するバットが曲線軌道を維持するために必要な力の一部が，バット
の長軸方向と一致し続けることが原因で増大したものであると推察された．また，バット
の水平面上の角度は，両手部が加えた合力のモーメントによるブレーキ効果を上回る偶力
の角力積によって生み出されており，左右方向への打ち分けは両手部がバットに加える合
力の方向を微調整することによって行われていることが明らかとなった． 
